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開講学期 1

担当者 松島　完 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未来
創生コース

配当年次 1年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件

科目区分 教養科目 授業科目名 ウェルビーイング入門 科目コード

授業の主題
「幸せ」や「豊かさ」の定義が多様化する現代において、身体的・精神的・社会的に満たされた状態（ウェ
ルビーイング）とは何かを学び、「あなたのしあわせ」をデザインする。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

可能な限り、個別コメントや口頭講評を軸にし、質問や意見は随時受け付け、学習をサポートす
る。

授業の方法
講義形式を基本にしつつ、グループワーク等の対話や受講者によるプレゼンやディスカッションを可能な限
り組み込み、主体的な学びを促す。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等を活用する。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

第2回 あなたのしあわせ度を診断 授業のポイントを整理・復習

第3回 しあわせな人とは（個人の幸せと社会全体の幸せ） 学習した内容を踏まえて課題をレポートにまとめる

回数 授業計画 事前・事後学修

第1回 ガイダンス、しあわせって何？ 授業のポイントを整理・復習

第6回 ウェルビーイング・マニフェスト（ワークショップ） 発表準備・復習

第7回 ウェルビーイング・マニフェスト（プレゼン） 授業のポイントを整理・復習

第4回 しあわせなまちとは（幸福度ランキング、Better Life Indexなどデータで見るまちのしあわせ） 学習した内容を踏まえて課題をレポートにまとめる

第5回 デモクラシーとウェルビーイング 発表準備・復習

教科書
[書名／著者
名／出版社]

教科書なし

受講生への
メッセージ

「しあわせ」は待っているものではなく、自ら気づき、デザインするものです。自分自身の生活や
地域をより良くするためのヒントを一緒に探求しましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

前野隆司『幸せのメカニズム　実践・幸福学入門』講談社現代新書（2013）
前野隆司・前野マドカ『ウェルビーイング』日経文庫（2022）
西研『しあわせの哲学』NHK出版（2021）

第8回 まとめ（「あなたのしあわせ」をデザイン）（レポート） 全体を踏まえて課題をレポートにまとめる

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回
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レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

10 10

授業への参加意識が乏
しく、指名しても発言
しない。欠席時に連絡
しない。

②
規律性

10 10 課題を提出しない。

③
知識

④
技能

⑤
情報
活用
能力

40 20 20

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑥
課題

解決力

⑦
言語
活用
能力

40 20 20

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑧
コミュ
ニケー
ション

力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 50 40 10

評価基準
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類

学修成
果の
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[10の
力]
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の
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(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

授業や課題への取り組み
欠席時の連絡・フォロー
の徹底

積極的に授業に参加し、
自発的に発言ができる。
欠席時は事前に連絡がで
きる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時は事前に連絡がで
きる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時に連絡ができる。

授業への参加が受け身
で、指名されれば発言す
るものの言葉数が少な
い。欠席時に連絡しな
い。

卒
業
認
定
・
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位
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の
方
針
（
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ィ
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ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

授業への参加意識が欠
如することなく、向上
心を持って真面目に受
講することができる。

勤勉性
真摯さ
自己管理力

提出物の期限を守り、
指示された条件で提出
することが出来る。

勤勉性
誠実さ
自己管理力

創
造

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめること
ができる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすくま
とめる力

提出物の期限厳守
全ての課題を期日までに
提出できる。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が1つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が2つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題が
3つある。

提出物・発表物の仕上が
り、創意工夫、完成度

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集
し、必要な情報を入れて
おり非常にわかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、必要な情報を入
れており、わかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

表
現

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめ、わか
りやすく表現できる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすく表
現する力

提出物・発表物における
独自の表現力とわかりや
すさ

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集
し、独自の表現力で必要
な情報を入れており非常
にわかりやすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、独自の表現力で
必要な情報を入れてお
り、わかりやすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

合計

実
践

行
動
・
応
用


